
 

 

 

 

 

平成23年度 シラバス 
学年・期間・区分 5年次・後期・B群 

対象学科・専攻 電気電子工学科 

電気法規・施設管理 

(Regulations of electricity・ 

Management of 

  Electrical facilities) 

担当教員 角崎敏光 (sumizaki,toshimitsu) 

教員室 学生共通棟１階 非常勤講師控室(Ext.2167) 

E-Mail Toshimitsu_sumizaki@kyuden.co.jp 

教育形態 ／ 単位の種別 ／ 単位数 講義 ／ 学修単位[講義Ⅰ］ ／ 1単位 

週あたりの学習時間と回数 〔授業（100分）＋自学自習（80分）〕×15回 

〔本科目の目標〕 電気工学の理論を学習し、既に電気に関する一定程度の知識を有する学生が、社会で実務に携わる

場合に必要とする基本事項を理解することを目標とする。 

〔本科目の位置付け〕 電気を供給する者、電気工事をする者、電気機器を製造する者、電気を使用する者に対して、

どのような法令により規制されているかを学習する。また，電気施設をいかに拡充し，運転し，また保守して，そ

の施設が目的とする機能を十分に発揮されるようにするかについても学習する。 

〔学習上の留意点〕 講義の内容をよく理解するために、毎回、予習や演習問題等の課題を含む復習として、80分以上

の自学自習が必要である。疑問点があれば、その都度質問すること。 

〔授業の内容〕 

授  業  項  目 時限数 授業項目に対する達成目標 予習の内容 

1.電気関係法規の概要と電気事業 

 

 

 

 

 

 

2.電気工作物の保安に関する法規 

 

 

 

 

3.電気設備の技術基準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.後期中間試験  

 

 

5.電気に関する標準規格とその他の

関係法規 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

電気関係法規の体系と各法令の概要につい

て理解できる。 

電気事業の種類と特質について理解できる。 

電気事業と電気法規の変遷，ならびに，近年

の規制緩和と電力自由化について理解でき

る。 

 

電気の保安の考え方と電気保安関係法規の

体系について理解できる。 

電気保安関係各法令の概要について理解で

きる。 

 

技術基準の種類と規制内容等について理解

できる。 

電圧区分や絶縁と接地に関する規定など電

気保安の基本事項が理解できる。 

発電所，変電所，電線路に対する電気設備技

術基準での規制内容が理解できる。 

電力保安通信設備に対する電気設備技術基

準での規制内容が理解できる。 

低圧電気工作物の施設に対する電気設備技

術基準での規制内容が理解できる 

電気鉄道に対する電気設備技術基準での規

制内容が理解できる。 

自家用発電機を系統に連系する場合の基本

的考え方と技術要件が理解できる 

 

授業項目１～３の途中について達成度を確

認する。 

 

工業標準化の必要性とその種類，並びに，Ｊ

ＩＳの制度について理解できる 

電気通信関係と原子力関係の法規の概要に

ついて理解できる。 

p.1-p.32の内容について，

教科書を読んで概要を把握

しておく。 

 

 

 

 

p.33-89の内容について，教

科書を読んで概要を把握し

ておく。 

 

 

p.90-p.225の内容について

，教科書を読んで概要を把

握しておく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

p.226-p.250の内容につい

て，教科書を読んで概要を

把握しておく。 

 



 

 

 

 

授  業  項  目 時限数 授業項目に対する達成目標 予習の内容 

6.電力需給及び電源開発 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.電力系統の運用 

 

 

 

 

―後期期末試験 ― 

 

 

試験答案の返却・解説 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

電力需要がどのように増加していくかが

理解できる。また，需要種別や負荷曲線

について理解できる。 

将来予想される電力需要に対し，どのよ

うに供給設備を開発していくかが理解で

きる。また，水力，火力,原子力など各発

電所の特性の違い，並びに，これらをど

のように組み合わせて需給バランスをと

っているかが理解できる。 

国のエネルギー政策の基本について理解

できる。 

 

系統周波数維持の必要性と周波数調整方

法について理解できる。 

系統電圧維持の必要性と電圧調整方法に

ついて理解できる。 

 

授業項目３の途中～６について達成度を

確認する。 

 

各試験において間違った部分を理解でき

る。 

p.251-p.265の内容について

，教科書を読んで概要を把握

しておく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

p.274-p.278の内容について

，教科書を読んで概要を把握

しておく。 

〔教科書〕電気法規と電気施設管理 （平成23年度版 竹野正二 東京電機大学出版局） 

〔参考書・補助教材〕配付プリント 

〔成績評価の基準〕中間試験（50％）＋ 期末試験（50％） 

〔本科（準学士課程）の学習教育目標との関連〕3-c 

〔教育プログラムの学習・教育目標との関連〕3-3 

〔JABEEとの関連〕(d)(2)d) 
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